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留萌線（留萌・増毛間）の鉄道事業廃止について

留萌線（留萌・増毛間 16.7km）は、大正１０年に開通して以来、９０数年

の永きにわたり地域の重要な交通手段として皆様にご利用頂いて参りました。

しかしながら、現状につきましては、輸送密度は弊社発足以降、昭和６２年

度の４８０人から平成２６年度には３９人と１２分の１以下に減少し、また、

収支状況も営業収入は平成２５年度で７百万円に対して経費は２５倍近く要

していると推計され、差し引きすると年間約１億６千万円以上の赤字となっ

ており鉄道が地域の交通手段としての役割を担うには大変厳しい現実となっ

ています。

また、当該線区の箸別・増毛間では近年融雪期に斜面から線路に流入した

雪・土砂等に乗り上げて列車が脱線する事故が二度発生しています。その他

にも、これまで大雨等による土砂崩れが度重なり発生している災害線区であ

るため、徐行運転や天候状況による運休処置等を余儀なくされているところ

であり、将来にわたって安全を確保するためには数十億円に及ぶ多額の防災

工事費が必要となる見込みであります。

これらのことから当該線区の今後について社内で検討を重ねて参りました

結果、鉄道を維持していくことは困難であるという結論に至り、本日、平成

２８年度中の留萌線（留萌・増毛間）の鉄道事業廃止について留萌市長及び

増毛町長にご説明させて頂きました。

なお、鉄道事業廃止後の沿線の地域振興については、弊社としてもできう

る限り協力して参る所存であります。






